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プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
（
Ｐ
Ｄ
Ｍ
）
バ
ー
ジ
ョ
ン
2

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
：
ソ
ロ
モ
ン
国
マ
ラ
リ
ア
対
策
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間
：
2
0
0
７
 年

1
 月

～
2
0
0
9
 年

1
２
 月

対
象
地
域
：
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
州
お
よ
び
ホ
ニ
ア
ラ
市

タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
：
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
州
お
よ
び
ホ
ニ
ア
ラ
市
の
住
民

改
定
日
：
2
0
0
9
年
1
月
2
0
日

1
ソ
ロ
モ
ン
国
全
体
の
マ
ラ
リ
ア
に
よ
る
死
亡
の
減
少

保
健
統
計

2
ソ
ロ
モ
ン
国
全
体
の
マ
ラ
リ
ア
の
減
少

1
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
州
と
ホ
ニ
ア
ラ
市
で
の
マ
ラ
リ
ア
の
減
少

S
IM

IS
の
資
料

2
保
健
施
設
に
お
け
る
患
者
の
満
足
度
調
査
の
結
果
の
改
善

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

3
N

R
H
の
マ
ラ
リ
ア
入
院
患
者
の
治
癒
率
の
向
上
（
P
D
M
2
で
は
３
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

1
1
-1

パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
で
の
重
症
マ
ラ
リ
ア
の
減
少

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

2
2
-1

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
州
で
察
知
さ
れ
た
マ
ラ
リ
ア
流
行
の
件
数
の
減
少

S
IM

IS
の
資
料

2
-2

基
礎
的
マ
ラ
リ
ア
疫
学
、
デ
ー
タ
収
集
お
よ
び
分
析
に
つ
い
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受

け
た
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
州
及
び
ホ
ニ
ア
ラ
市
に
お
け
る
看
護
師
、
看
護
助
手
お
よ
び
マ

ラ
リ
ア
検

査
技

師
の

数

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

3
重
症
マ
ラ
リ
ア
を
含
む
マ
ラ
リ
ア
患
者
の
、
迅
速
診
断
、
適
切
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
及

び
リ
フ
ァ
ラ
ル

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の
医
療
従
事
者
（
看
護
師
、
看
護
助
手
、
マ
ラ
リ
ア
検
査
技
師
）
の
能
力
や
技

術
が
向
上
す
る

3
改
訂
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
州
お
よ
び
ホ
ニ
ア
ラ

市
に
お
け
る
看
護
師
お
よ
び
看
護
助
手
の
数

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

4
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
マ
ラ
リ
ア
予
防
の
活
動
が
導
入
さ
れ
る

4
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
訓
練
さ
れ
た
ヘ
ル

ス
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
数

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
料

1
パ

イ
ロ
ッ
ト
地

域
に
お
い
て
、
マ
ラ
リ
ア
患

者
が

適
切

に
治

療
さ
れ

る

1
-1

パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
を
選
定
す
る

1
専
門
家

カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト

1
-2

A
H

C
, 

R
H

C
, 

N
A
P
に
お
け
る
マ
ラ
リ
ア
診
断
・
治
療
に
（
最
低
限
）
必
要
な
医
療
機
材
、
資
材
を

見
直
し
、
設
置
す
る

総
括

／
マ
ラ
リ
ア
学

1
-3

マ
ラ
リ
ア
検
査
技
師
を
対
象
に
、
A
H

C
, 

R
H

C
、
N
A
P
に
お
い
て
マ
ラ
リ
ア
の
基
礎
的
検
査
の
た
め

の
機

材
の

活
用

（
顕

微
鏡

の
維

持
管

理
を
含

む
）
に
関

す
る
研

修
を
実

施
す
る

副
総
括
／
疫
学

1
-4

医
療
従
事
者
（
看
護
師
、
看
護
助
手
）
を
対
象
に
、
A
H

C
, 

R
H

C
, 

N
A
P
に
お
い
て
薬
品
、
試
薬
、

そ
の
他
の
医
療
資
材
の
在
庫
管
理
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る

医
療
器
材
保
守
管
理
／
在
庫
管
理

1
-5

A
H

C
, 

R
H

C
, 

N
A
P
の
医
療
従
事
者
（
看
護
師
、
看
護
助
手
）
を
対
象
に
、
投
薬
、
患
者
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
、
重
症
マ
ラ
リ
ア
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る

看
護

1
-6

看
護
師
、
看
護
助
手
、
マ
ラ
リ
ア
検
査
技
師
及
び
地
域
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
を
対
象
に
、
基
礎

的
マ
ラ
リ
ア
疫
学
、
デ
ー
タ
収
集
と
分
析
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る

ＩＥ
Ｃ
教
材
作
成

1
-7

医
療
施
設
に
お
い
て
患
者
と
そ
の
家
族
に
対
す
る
予
防
の
た
め
に
医
療
従
事
者
を
（
特
に
重
症
マ

ラ
リ
ア
予
防
に
関
し
て
）
指
導
す
る

そ
の
他
の
分
野
の
専
門
家

施
設
、
設
備

2
機
材
供
与

2
S
IM
IS
(ソ

ロ
モ
ン
マ
ラ
リ
ア
情

報
シ
ス
テ
ム
）
で
提

供
さ
れ

る
情

報
が

医
療

従
事

者
に
よ
り
効

果
的

に
活

用
さ
れ

る

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・プ

リ
ン
タ
ー

運
営
費

2
-１

マ
ラ
リ
ア
検
査
技
師
、
看
護
師
、
看
護
助
手
へ
の
指
導

コ
ピ
ー
機

2
-1

-1
看
護
師
、
看
護
助
手
、
マ
ラ
リ
ア
検
査
技
師
の
た
め
に

S
IM

IS
活

用
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作

成
す
る

事
務
用
品

 

2
-1

-2
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
で
の
活
動
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
、
教
訓
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
地
域
ス
ー
パ
ー
バ

イ
ザ
ー
を
対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る

そ
の
他
の
機
材
・
資
材

2
-1

-3
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
質
を
高
め
る
た
め
州
保
健
局
の
ス
タ
ッ
フ
が
巡
回
指
導
を
行
う

2
-2

デ
ー
タ
の
分
析
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク

3
ロ
ー
カ
ル
コ
ス
ト

パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
に
お
い
て
、
マ
ラ
リ
ア
患
者
が
適
切
に
治
療
さ
れ
る

S
IM

IS
(ソ

ロ
モ
ン
マ
ラ
リ
ア
情
報
シ
ス
テ
ム
）
で
提
供
さ
れ
る
情
報
が
医
療
従
事
者
に
よ
り
効
果
的

に
活
用
さ
れ
る

活
動

ソ
ロ
モ
ン
側

投
入

*
 ソ

ロ
モ
ン
国
の
保
健
政
策
が
大
幅
に
変
更
さ
れ
な
い

*
 保

健
省
の
財
政
状
況
が
悪
化
し
な
い

*
 ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
州
へ
の
他
の
ド
ナ
ー
の
マ
ラ
リ
ア
対
策
に
関
す
る
支
援
が
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
に
影
響
を
与
え
る
ほ
ど
大
幅
に
変
更
さ
れ
な
い
。

*
 研

修
で
育
成
さ
れ
た
医
療
従
事
者
が
業
務
を
継
続
す
る

*
 顕

微
鏡
や
他
の
機
材
の
維
持
管
理
経
費
が
ソ
ロ
モ
ン
政
府
か
ら
充
当
さ
れ

る

日
本
側

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
要
約

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
州
と
ホ
ニ
ア
ラ
市
に
お
い
て
効
果
的
な
マ
ラ
リ
ア
の
疾
病
管
理
体
制
が
確
立
さ
れ
る

ソ
ロ
モ
ン
国
に
お
い
て
効
果
的
な
マ
ラ
リ
ア
の
疾
病
管
理
体
制
が
確
立
さ
れ
る

上
位
目
標

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
目
標

実
施
機
関
：

保
健
省
、
昆
虫
媒
介
感
染
症
対
策
部

 (
V
B
D

C
P)

, 
中
央
病
院
（
N

R
H

),
 ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
州
保
健
局

(G
PH

O
)、

ホ
ニ
ア
ラ
市

（H
C
C
)

*
 雨

量
の
大
規
模
な
変
化
等
の
自
然
災
害
や
、
人
口
の
大
移
動
が
起
こ
ら
な

い

外
部
条
件

*
 マ

ラ
リ
ア
以
外
の
感
染
症
の
大
流
行
が
発
生
し
な
い

デ
ー
タ
入
手
手
段

指
標

２．PDM
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2
-2

-1
V
B
D

C
Pは

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
ま
と
め
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
報
告
書
を
作
成

し
、
A
H

C
、
R
H

C
、
N

A
P（

の
医
療
従
事
者
）
に
四
半
期
ご
と
に
報
告
す
る

2
-3

警
告
体
制
の
確
立

2
-
3
-
1
現
行
の
デ
ー
タ
収
集
方
法
に
基
づ
い
て
マ
ラ
リ
ア
流
行
の
判
定
基
準
を
検
出
し
確
認
す
る

2
-3

-2
マ
ラ
リ
ア
流
行
を
察
知
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
の
体
制
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
見
直
し
実
用
化
す
る

2
-3

-3
マ
ラ
リ
ア
流
行
を
早

期
に
検
出
す
る
た
め
の
医
療
従
事
者
参
照
用
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
を
作
成
す
る

2
-3

-4
医
療
従
事
者
に
対
し
マ
ラ
リ
ア
流
行
の
早
期
検
出
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る

3
重

症
マ
ラ
リ
ア
を
含

む
マ
ラ
リ
ア
患

者
の

、
迅

速
診

断
、
適

切
な
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
及

び
リ
フ
ァ
ラ
ル

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の

医
療

従
事

者
（
看

護
師

、
看

護
助

手
、
マ
ラ
リ
ア
検

査
技

師
）
の

能
力

や
技

術
が

向
上

す
る

3
-1

重
症
マ
ラ
リ
ア
を
含
む
マ
ラ
リ
ア
患
者
の
迅
速
診
断
お
よ
び
適
切
な
治
療
に
関
す
る
ト
レ
ー
ナ
ー
養

成
3
-1

-1
S
IC

H
E
に
お
い
て
ト
レ
ー
ナ
ー
養
成
研
修
の
準
備
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
企
画
、
教
材
作
成
等
）
を
す
る

3
-1

-2
S
IC

H
Ｅ
に
お
い
て
看

護
師

を
対

象
と
し
た
ト
レ
ー
ナ
ー
養

成
研

修
を
実

施
す
る

3
-１

-3
研
修
を
評
価
す
る
（
研
修
内
容
、
研
修
生
の
理
解
度
等

)

3
-2

N
R
H
に
お
け
る
重
症
マ
ラ
リ
ア
入
院
患
者
の
症
例
検
討
の
実
施

3
-2

-1
入
院
患
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
実
施
す
る

3
-2

-2
N

R
H
に
お
い
て
フ
ォ
ー
カ
ス
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う

3
-3

「
マ
ラ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
強
化
」
の
開
発

3
-3

-1
「
マ
ラ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
強
化
」
に
関
し
て
四
半
期
ご
と
に
作
業
グ
ル
ー
プ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
す
る

*
 マ

ラ
リ
ア
対
策
に
関
す
る
ド
ナ
ー
の
援
助
調
整
を
ソ
ロ
モ
ン
政
府
が
中
心
に

な
っ
て
積
極
的
に
行
う

3
-3

-2
「
マ
ラ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
強
化
」
を
出
版
す
る

3
-3

-3
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
「
マ
ラ
リ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
質
強
化
」
の
活
用
を
普
及
さ
せ
る

４
パ

イ
ロ
ッ
ト
地

域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
マ
ラ
リ
ア
予

防
の

活
動

が
導

入
さ
れ

る

4
-
1

患
者

の
満

足
度

調
査

を
実

施
す
る

4
-
2

重
症
マ
ラ
リ
ア
に
関
す
る
住
民
の
啓
発
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す
る

4
-
3

マ
ラ
リ
ア
対
策
に
関
し
て
、
村
と
保
健
医
療
施
設
の
連
携
の
た
め
に
、
ヘ
ル
ス
コ
ミ
ッ
テ
ィ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
研

修
を
行

う
。

備
考

*
 A

H
C
s 

=
 エ

リ
ア
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー

, 
R
H

C
s 

=
 ル

ー
ラ
ル
ヘ
ル
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

, 
N

A
Ps

 =
 ナ

ー
ス
エ
イ
ド
ポ
ス
ト

*
 M

D
s 

=
 医

師
, 

R
N

s 
=

 看
護
師
、
N

A
　
=

 看
護
助
手

*
 G

PH
O

 =
 ガ

ダ
ル
カ
ナ
ル
州
保
健
局

, 
N

R
H

 =
 中

央
病
院
、
V
B
D

C
P 

=
 昆

虫
媒
介
感
染
症
対
策
部

*
 S

IC
H

E
　
=

 ソ
ロ
モ
ン
国
高
等
教
育
大
学
、
S
IM

IS
 =

 ソ
ロ
モ
ン
国
マ
ラ
リ
ア
情
報
シ
ス
テ
ム
、
 D

T
C
 =

 薬
剤
療
法
委
員
会

－85－



  計画 実績 

1 パイロット地域において、マラリア患者が適切に治療される 

1-1 
パイロット地域を選定

する 

1 年次に 1 次医療施設調査を完了し、その成果に基づいてパイロット地区を

選定した。しかし、パイロット地区を選定したが、すべての活動について基本

的には、GP/HC 全体を対象に実施されている。 

1-2 

AHC、RHC、NAP に

おけるマラリア診断・

治療に（最低限）必要

な医療機材、資材を

見直し、設置する 

1 年次に 1 次医療施設調査を完了し、その成果に基づいて供与すべき機材・

資材を選定した。プロジェクトにおいて、1 年次に顕微鏡、2 年次にマラリア診

断資材、3 年次に血糖値測定キットを供与した。設置先は、顕微鏡：SIMTRI、

マラリア診断資材：各クリニックのラボ、血糖値測定キット：看護ワークショップ

に参加したクリニックとなっている。調達上の事情により現地で使用しているス

ペックと同一の物が選定できなかったので、プロジェクトによって供与された顕

微鏡は SIMTRI の研修用として使用され、SIMTRI の在庫分を 1 次レベル医療

施設へ供与している。 

1-3 

マラリア検査技師を対

象に、AHC、RHC、

NAP においてマラリア

の基礎的検査のため

の機材の活用（顕微

鏡の維持管理を含

む）に関する研修を実

施する 

マラリア診断機材の活用研修モジュール（モジュール 1）を C/P とともに作成

し、看護師・顕微鏡検査技師合計53名に対し、合計4回実施した時点で中止

した。 

中止した理由としては、マラリア検査技師と一緒に看護師と准看護師を研修

対象に加えたが、看護師・准看護師は業務において顕微鏡を使用しないの

で研修の効果が発揮できず、又同時に、マラリア検査技師に対する研修とし

ては研修内容が簡単すぎるという理由から、モジュール 1 に係る研修は中止

している。 

1-4 

医療従事者（看護師、

看護助手）を対象に、

AHC、RHC、NAP に

おいて薬品、試薬、そ

の他の医療資材の在

庫管理に関する研修

を実施する 

看護師と准看護師を対象とした医療資機材在庫管理の研修モジュール（モジ

ュール 2）を C/P とともに作成し、2009 年 7 月までに 8 回、合計 130 名の受講

生に対して、医療資機材在庫管理研修を実施した。また、研修前後の受講生

の評価は実施されていないが、その後の巡回指導で研修後の評価・モニタリ

ングが行われた。8 月 10 日に行われた、フォローアップ研修にては、研修前

後で評価が行われた。 

1-5 

AHC、RHC、NAP の

医療従事者（看護師、

看護助手）を対象に、

投薬、患者カウンセリ

ング、重症マラリアに

関する研修を実施す

る 

プロジェクトは新治療ガイドラインの研修モジュール（モジュール 3）を用いて、

2009 年 7 月までに 11 回、合計 176 名に対して研修を実施した。今後、RDT

結果報告用記録帳と SIMIS-PCD フォームも改訂される予定なので、プロジェ

クトにおいてガイドライン改訂に向けたフォローを行う予定である。 

1-6 

看護師、看護助手、マ

ラリア検査技師及び地

域のスーパーバイザ

ーを対象に、基礎的

マラリア疫学、データ

収集と分析に関する

研修を実施する 

看護師、看護助手、マラリア検査技師及び地域のスーパーバイザーを対象

に、基礎的マラリア疫学、データ収集と分析に関する研修モジュール（基礎的

マラリア疫学：モジュール 5、データマネージメント：モジュール 6）を作成し、マ

ラリア疫学に関しては合計 9 回、160 名に対して、データマネージメントに関し

ては合計 7 回、116 名に対して研修を実施した（地区スーパーバイザーはマラ

リア疫学に関してのみ 2 名参加している）。 

2008 年 11 月以降には、GP の助産師、看護課本部職員、NRH 検査技師、

GPPOL 検査技師、HC のマラリア監視課、シニアマラリア担当官、助産師に対

しても本研修を実施している。モジュール 6 は参加者のレベルに合わせて数

回の改訂が行われた。GPPOL は私立医療機関であるが地域医療に貢献して

おり、治療ガイドラインの変更に伴い研修するのが必要と判断した。助産師、

本部職員、監視課、担当官はマラリア対策関係者として研修が必要と判断し

た。 

３．活動実績 
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1-7 

医療施設において患

者とその家族に対す

る予防のために医療

従事者を（特に重症マ

ラリア予防に関して）

指導する 

看護師、看護助手、マラリア検査技師を対象に、住民のためのマラリア予防に

関する研修モジュール（モジュール 4）を作成し、看護師、准看護師、マラリア

検査技師に対して、合計 11 回、175 名に対して研修が実施された。計画され

ていた対象者に加えて、GP の助産師、看護課本部職員、NRH 検査技師、

GPPOL 検査技師、HC のマラリア監視課、シニアマラリア担当官、助産師に対

しても本研修を実施している。研修対象を拡大した理由は 1-6 の活動での理

由と同じである。 

2 ソロモンマラリア情報システム（SIMIS）で提供される情報が医療従事者により効果的に活用される 
2-１ マラリア検査技師、看護師、看護助手への指導  

2-1-1 

看護師、看護助手、マ

ラリア検査技師のため

に SIMIS 活用マニュ

アルを作成する 

SIMIS 活用マニュアルを 2 種類作成した。保健情報専門家による SIMIS デー

タフロー関連のマニュアルとデータ収集と分析/エピデミック警戒システム研修

教材（本教材は活動 2-3-3 で作成されているものと同じである）が作成され

た。データフロー関連マニュアルは、データの質を改善するためのデータマネ

ージメントに係るマニュアルで、後者研修教材はレンジグラフ作成法とその読

み方が含まれている。 

2-1-2 

パイロット地域での活

動から得られた成果、

教訓を反映させるため

に地域スーパーバイ

ザーを対象としたワー

クショップを開催する 

（実際の活動の時系列としては、活動 2-1-1 の後者のマニュアルにあたる研

修マニュアル作成の活動 2-3-3 とそれを用いた研修実施の活動 2-3-4 が本

活動の前に実施された） 

その研修後に 1 次医療施設従事者がレンジグラフを作成、掲示した。このよう

な活動を通して、医療従事者がデータの重要性の意識が高まり、1 次医療施

設からのマラリアに係るレポートの提出率が改善した。こういった活動から得ら

れた成果、教訓を反映させるために、2 年次、3 年次に地域スーパーバイザー

WS を開催した。4 年次は地域スーパーバイザーによる FGD を開催した。2 年

時の WS では施設単位のサービスの質改善の会議を総括し、3 年次の WS で

は巡回指導の目的と方法を説明し、全員に周知した。 

2-1-3 

モニタリングの質を高

めるため州保健局の

スタッフが巡回指導を

行う 

不定期ながら州保健局のスタッフが巡回指導を実施していた。 

2-2 データの分析結果のフィードバック 

2-2-1 

NVBDCP はサーベイ

ランスから得られた情

報をまとめたフィード

バック報告書を作成

し、AHC、RHC、NAP
（の医療従事者）に四

半期ごとに報告する 

2 年次、3 年次に SIMIS モニタリング担当官とフィードバック報告書の作成につ

いて協議し、様式を決定した。 

SIMISモニタリング担当官に対して、データ処理方法、PC操作法を指導し、上

記様式を用いて、四半期ごとにフィードバック報告書を作成並びに発行して

いる。GPHO に設置された郵便箱を利用してフィードバック報告書をすべての

1 次施設に配布できる。 

2-3 警告体制の確立 

2-3-1 

現行のデータ収集方

法に基づいてマラリア

流行の判定基準を検

出し確認する 

SIMTRI で使われているテキストを基に、レンジグラフを使って 1 次医療施設の

スタッフが SIMIS データからマラリア流行を検出できるように日本人専門家が

工夫した。実際に流行の判定基準が有効であることをプロジェクトで確認して

いる。 

具体的な判定基準は次のとおりである。最近 3 年間の月ごとのマラリア検査総

数とマラリア総数それぞれの最大値最小値を各ゾーンのレンジグラフとして表

し、最大値と最小値に挟まれた通常レンジを当該月のデータが 2 ヵ月連続し

て超えればエピデミックとするマラリア流行の早期検出システムを施行してい

る。 
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2-3-2 

マラリア流行を察知す

るためのデータ収集

の体制とそのプロセス

を見直し実用化する 

SIMIS データの処理体制とプロセスを見直し、データ・プロセスのフローチャー

トを作成した。具体的には、1 次施設のスタッフからの報告データは、精度差

が大きく、提出率も悪かったため、精度を上げるために報告とデータの重要性

を認識するワークショップを行った。また、NVBDCP から四半期で発行される

フィードバックレポートによってデータ欠損等の指摘をした。さらに、1 次医療

施設からのレポートを地区スーパーバイザー、モニタリングオフィサーでチェッ

クするように改善し、チェック機能を加えた。改善は GPHO・HCC のみに行わ

れた。 

データ処理体制及びプロセスの問題点は抽出され、フローチャートも作成さ

れたが、現在まで現場のモニタリング担当官の認識不足でデータ精度の改善

が徹底されていない。 

2-3-3 

マラリア流行を早期に

検出するための医療

従事者参照用のモジ

ュールを作成する 

プロジェクトは、医療従事者を対象としたマラリア流行を早期に検出するため

の研修モジュール（モジュール 7）を作成した。 

2-3-4 

医療従事者に対しマ

ラリア流行の早期検出

に関する研修を実施

する 

2‐3‐3 で作成されたモジュール 7 を用いて、看護師、准看護師、マラリア検査

技師を対象にマラリア流行を早期に検出するための研修を実施した。上記対

象者以外にも助産師、GPHO・HCC のマラリア監視課・担当官や NRH の検査

技師等も本研修に参加している。 

研修は合計 116 名の研修生に対し、計 7 回実施された。3 年次以降は、モジ

ュール 5、6、7 を 1 冊のテキストとしてまとめている。 

*計画

外の

活動 

2-3-5 

マラリア流行の警戒シ

ステムを設定し、監視

する 

レンジグラフを応用した警戒システムを採用した結果、モニタリング担当官が

レンジグラフの作成用にデータを処理し、グラフを作成している。アウトブレー

クの判断基準は協議中で、現在は試案を応用してモニタリング中である。 

3 
重症マラリアを含むマラリア患者の、迅速診断、適切なマネージメント及びリファラルシステムについて

の医療従事者（看護師、看護助手、マラリア検査技師）の能力や技術が向上する 
3-1 重症マラリアを含むマラリア患者の迅速診断及び適切な治療に関するトレーナー養成 

3-1-1 

SICHE においてトレー

ナー養成研修の準備

（カリキュラム企画、教

材作成等）をする 

2 年次に 1 次施設の視察調査、SICHE 教官及び教育担当の看護師による

WS を開催し、新マラリア治療ガイドラインを採用した SICHE 看護学生教育用

の教材を作成した。3 年次、4 年次には再度 WS を開催し、教材を改訂した。

3-1-2 

SICHＥにおいて看護

師を対象としたトレー

ナー養成研修を実施

する 

SICHE において、教育担当看護師に対する研修を実施した。 

3-１-3 
研修を評価する（研修

内容、研修生の理解

度等） 

プロジェクトでは研修の評価を実施していない。講義の評価は SICHE が行っ

ているとのことであるがプロジェクトではその結果は未確認である。 

3-2 NRH における重症マラリア入院患者の症例検討の実施 

3-2-1 
入院患者へのインタビ

ュー調査を実施する 

NRH マラリア入院患者へのインタビュー調査表を作成、倫理委員会の承認を

経て、NRH の 3 病棟にて各病棟配属の医師がインタビューを実施した。1 年

半で 108 件の調査票を回収し、中間予備調査結果は四半期レビュー会議で

検討した。 

3-2-2 
NRH においてフォー

カスグループインタビ

ューを行う 

活動 3-2-1 でインタビューを実施している医師 3 名を対象に FGD を実施し

た。アンケート結果の共有と、マラリア死亡症例の検討を実施した。 

3-3 マラリア対策マニュアルの開発 
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3-3-1 

「マラリアサービスの質

強化」に関して四半期

ごとに作業グループの

ミーティングを開催す

る 

NRH マラリア入院患者へのインタビュー調査の中間予備調査の結果、NRH
医師・看護師・入院患者家族・マラリア死亡患者家族の FGD、プロジェクト地

域におけるマラリア計数調査による重症マラリア患者数データを基にマラリア

が重症化する要因を四半期レビュー会議で C/P と解析をした。 

3-3-2 
「マラリアサービスの質

強化」を出版する 

3 年間のプロジェクト成果を「1 次医療施設におけるマラリアサービスの質強

化」としてプロジェクト実施の結果得られた成果・教訓、ソロモン諸島のマラリア

対策の課題を含めた提言書を現在作成中であり、11 月に出版予定である。 

3-3-3 

ワークショップを開催

して「マラリアサービス

の質強化」の活用を普

及させる 

3-3-2 の活動において作成予定の「マラリアサービスの質強化」を用いて、1

次施設医療従事者を対象に、11 月にセミナーを開催予定である。 

4 パイロット地域のコミュニティーにおいてマラリア予防の活動が導入される 

4-1 
患者の満足度調査を

実施する 

マラリアサービスにおける、患者の信頼と満足に関するアンケートを実施した。

対象は、HC：272 名、テテレ地区：195 名、ウェザーコースト地区：249 名、ウエ

スタン州 343 名の住民とし、現在介入後の調査と比較検討中である。 

4-2 
重症マラリアに関する

住民の啓発ワークショ

ップを開催する  

重症化マラリアという、限られたマラリアの知識が不足しているわけではなく、

マラリアそのものや要望方法などの知識も不足している。よって、重症マラリア

だけでなく、マラリアについての一般的な知識についても、啓発活動を行っ

た。 

4-3 

マラリア対策に関し

て、村と保健医療施設

の連携のために、ヘ

ルスコミッティーボラン

ティアに研修を行う。 

コミュニティーを中心とした CBMP 活動として、各コミュニティーにボランティア

を育成し、彼らにマラリアについての研修を行い、彼らがコミュニティーに戻っ

て啓発活動を行う方法をとった。重症化マラリアについては、紙芝居や演劇な

どの啓発活動によって、「症状が出たらすぐにクリニックに行くこと」「マラリア薬

の正しい飲み方」「マラリア薬をすべて飲むこと」「予防の大切さ」を伝えてい

る。 

*計画

外の

活動 

4-4 

CBMP の他地域導入

に向けてのガイドライ

ンの作成 

3 年次に、住民主導の CMBP モデルを考案し、地域再委託 NGO（SIDT）とと

もに、3ヵ所のパイロットコミュニティーでモデルの実践を開始した。CMBPの実

践を基に、今後他地域に CBMP モデルを導入するための活動実施者

（NGO、ドナー、ソロモン政府）用ガイドライン案を作成した。このガイドライン

案には、過去に作成し、モデルの実施において利用した各種啓発ツール（紙

芝居、カレンダー、ポスターなど）も含まれる。4 年次は、パイロットコミュニティ

ーにおける実践を基に、ガイドラインの改訂を行っている。 

*計画

外の

活動 

4-5 

CBMP の他地域導入

に向けての関連機関

との連携 

CBMP モデル並び活動で利用した各種啓発ツールについては、他ドナーら

からも関心があがっており、4 年次には具体的な連携策を協議している。特

に、GFATM が近々本格実施される予定であり、CBMP モデルのノウハウがど

のように生かせるのか、関係者間で協議を進めている。 
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事

前
評

価
調

査
・
調

査
結

果
概

要
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
医

療
従

事
者

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

研
修

参
加

者
等

）

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

・
マ

ラ
リ

ア
サ

ー
ビ

ス
を

利
用

す
る

住

民
の

意
見

 

 

・
マ

ラ
リ

ア
に

係
る

保

健
統

計
 

ソ
ロ

モ
ン

、
G

P、
H

C
 

４．評価グリッド 
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評
価

時
点

で
上

位
目

標
に

あ
る

「
ソ

ロ
モ

ン

に
お

け
る

効
果

的
な

マ
ラ

リ
ア

の
疾

病
管

理

体
制

の
確

立
」
は

、
ソ

ロ
モ

ン
に

お
い

て
優

先
順

位
が

高
い

か
？

 

国
家

開
発

計
画

と
の

比
較

国
家

開
発

計
画

 

・
中

期
国

家
開

発
計

画

（
M

ei
di

um
 te

rm
 

D
ev

el
op

m
en

t S
tra

te
gy

 

20
08

 to
 2

01
0)

N
at

io
na

l 

Pa
rl

ia
m

en
t P

ap
er

 N
o.

 

44
 o

f 2
00

8 

・
M

H
M

S 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

 
 

 

保
健

省
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
時

点
で

も

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
「

G
P

と
H

C
に

お
け

る
マ

ラ
リ

ア
の

疾
病

管
理

体
制

の
確

立
」
を

促
進

し
て

い
る

か
？

 

・
国

家
保

健
政

策
と

の
比

較
 

・
国

家
マ

ラ
リ

ア
計

画

（
M

A
P）

と
の

比
較

 

・
国

家
マ

ラ
リ

ア
対

策
と

G
P/

H
C

に
お

け
る

マ
ラ

リ

ア
対

策
の

方
針

 

・
M

H
M

S
の

マ
ラ

リ
ア

対
策

の
方

針
 

保
健

セ
ク

タ
ー

政
策

・
So

lo
m

on
 Is

la
nd

s N
at

io
na

l 

H
ea

lth
 S

tra
te

gi
c 

Pl
an

 

20
06

-2
01

0 

・
SI

N
H

PA
re

a 
3 

M
al

ar
ia

 

・
SI

N
H

P（
M

H
M

S 

V
is

io
n）

 

・
SI

N
H

P（
M

H
M

S 

M
is

si
on

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
優

先
度

】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

ソ
ロ

モ
ン

の
開

発
政

策
に

合
致

し
て

い
る

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と

ソ
ロ

モ
ン

の
マ

ラ
リ

ア
政

策

で
あ

る
M

A
P

と
の

整
合

性
は

と
れ

て
い

た

か
？

（
ガ

ダ
ル

カ
ナ

ル
州

独
自

の
も

の
と

し

て
確

立
さ

せ
る

の
か

？
そ

の
後

国
家

対
策

に
反

映
さ

せ
て

い
く

予
定

な
の

か
？

）
 

・
M

A
P

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
計

画
と

の
比

較
 

・
M

H
M

S
の

方
針

の
確

認

・
M

A
P 

・
M

H
M

S
の

マ
ラ

リ
ア

対
策

の
方

針
 

・
M

A
P 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O
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対
ソ

ロ
モ

ン
O

D
A

基

本
方

針
 

20
08

年
O

D
A

国
別

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

 
 

 
 

 
 

 

第
5

回
PA

LM

（
Pa

ci
fic

 Is
la

nd
s 

Le
ad

er
s M

ee
tin

g,
 

太
平

洋
・
島

サ
ミ

ッ

ト
）
：
日

本
の

支
援

策

第
5

回
PA

LM
：日

本
の

支
援

策
（
外

務
省

H
P

掲
載

文
書

）
 

 
 

 
 

 
 

第
5

回
PA

LM
 

付
属

文
書

2：
行

動

計
画

 

第
5

回
PA

LM
：付

属
文

書

（
外

務
省

H
P

掲
載

文
書

）
 

 
 

 
 

 
 

わ
が

国
の

開
発

戦
略

と
合

致
し

て
い

る

か
？

 

日
本

の
O

D
A

援
助

方

針
、

今
後

の
方

向
性

と
の

比
較

 

対
ソ

ロ
モ

ン
O

D
A

重

点
分

野
 

20
08

年
O

D
A

国
別

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

 
 

 
 

 
 

 

【
優

先
度

】
日

本
の

援
助

政
策

と
合

致
し

て
い

る

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

方
向

性
は

JI
C

A
の

国
別

事
業

実
施

計
画

と
合

致
し

て
い

る
か

？
 

JI
C

A
に

お
け

る
ソ

ロ
モ

ン

技
術

協
力

の
方

向
性

・
計

画
と

の
比

較
 

JI
C

A
国

別
事

業
実

施
計

画
 

・
対

ソ
ロ

モ
ン

JI
C

A
国

別

事
業

実
施

計
画

 

・
JI

C
A

 H
Q

 

・
JI

C
A

 S
ol

om
on

 

of
fic

e 

 
 

 
 

【
手

段
と

し
て

の
適

切
性

】

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
の

選
定

は
適

正
だ

っ
た

か
？

（
対

象
、

規
模

、
男

女
比

等
）
 

G
P

と
H

C
を

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
と

し
た

こ

と
は

妥
当

で
あ

っ
た

か
？

 

タ
ー

ゲ
ッ

ト
グ

ル
ー

プ
と

す

る
実

施
根

拠
の

有
無

 

・
タ

ー
ゲ

ッ
ト
グ

ル
ー

プ
の

設
定

根
拠

 

・
課

題
に

対
し

て
の

実
施

根
拠

 

・
モ

デ
ル

、
プ

ロ
ト
タ

イ
プ

作
成

に
適

し
て

い
た

か
？

 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 

・
保

健
統

計
（

G
P、

H
C

の
マ

ラ
リ

ア
罹

患
状

況
）
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【
手

段
と

し
て

の
適

切
性

】

効
果

的
な

マ
ラ

リ
ア

疾
病

管
理

体
制

の
確

立
に

お

け
る

日
本

の
技

術
の

優
位

性
は

あ
る

か
？

 

日
本

に
マ

ラ
リ

ア
対

策
、

そ
れ

に
係

る
研

修

の
ノ

ウ
ハ

ウ
が

蓄
積

さ
れ

て
い

る
か

？
日

本

の
経

験
を

生
か

せ
る

か
？

 

日
本

の
マ

ラ
リ

ア
疾

病
管

理
に

係
る

優
位

性
の

有
無

日
本

側
の

マ
ラ

リ
ア

疾
病

管
理

体
制

確

立
に

係
る

ノ
ウ

ハ
ウ

・

技
術

 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

【
そ

の
他

】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
実

施
期

間
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

と
り

ま
く

環
境

（
政

策
、

経
済

、
社

会
な

ど
）
の

変
化

は
あ

っ
た

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
周

辺
環

境
の

変
化

の
有

無
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
周

辺
環

境
の

変
化

の
有

無
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

 

【
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達

成
】
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
期

間
内

に

達
成

可
能

か
？

（
実

績
の

検
証

結
果

）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

目
標

値
は

達
成

さ
れ

て
い

る
か

? 
計

画
と

実
績

の
比

較
 

計
画

と
実

績
 

V
PP

P（
計

画
、

実
績

、
実

施
プ

ロ
セ

ス
の

検
証

）
参

照
 

 
 

 
 

 

有 効 性 

【
因

果
関

係
】
 

各
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
は

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
寄

与
す

る
か

（
又

は
、

ア
ウ

ト

プ
ッ

ト
が

他
の

ア
ウ

ト
プ

ッ

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1「
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

域
に

お
い

て

マ
ラ

リ
ア

患
者

が
適

切
に

治
療

さ
れ

る
」
こ

と

に
よ

っ
て

、
G

P
と

H
C

に
お

け
る

効
果

的
な

マ
ラ

リ
ア

疾
病

管
理

体
制

が
確

立
さ

れ
る

か
？

 

論
理

の
確

認
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
と

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

論
理

性
 

 
 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2「
SI

M
IS

で
提

供
さ

れ
る

情

報
が

医
療

従
事

者
に

よ
り

効
果

的
に

活
用

さ
れ

る
」
こ

と
に

よ
っ

て
、

G
P

と
H

C
に

お
け

る
効

果
的

な
マ

ラ
リ

ア
疾

病
管

理
体

制
が

確

立
さ

れ
る

か
？

 

論
理

の
確

認
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
と

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

論
理

性
 

 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

3「
重

症
マ

ラ
リ
ア

を
含

む
マ

ラ

リ
ア

患
者

の
迅

速
診

断
、

適
切

な
マ

ネ
ー

ジ

メ
ン

ト
及

び
リ
フ

ァ
ラ

ル
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て

の
医

療
従

事
者

の
能

力
や

技
術

が
向

上
す

る
」
こ

と
に

よ
っ

て
、

G
P

と
H

C
に

お
け

る
効

果
的

な
マ

ラ
リ

ア
疾

病
管

理
体

制
が

確
立

さ

れ
る

か
？

 

論
理

の
確

認
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
と

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

論
理

性
 

 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

ト
の

達
成

に
寄

与
す

る

か
？

）
 

「
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
が

産
出

さ

れ
れ

ば
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
が

達
成

で
き

る
だ

ろ
う

」

と
い

う
論

理
に

無
理

は
な

か
っ

た
か

？
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

4「
パ

イ
ロ

ッ
ト
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
に

お
い

て
マ

ラ
リ

ア
予

防
の

活
動

が

導
入

さ
れ

る
」
こ

と
に

よ
っ

て
、

G
P

と
H

C
に

お
け

る
効

果
的

な
マ

ラ
リ

ア
疾

病
管

理
体

制

が
確

立
さ

れ
る

か
？

 

論
理

の
確

認
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
と

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

論
理

性
 

 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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ソ
ロ

モ
ン

の
保

健
政

策
が

大
幅

に
変

更
さ

れ
な

か
っ

た
か

？
 

・
論

理
の

確
認

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成

の
た

め
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
枠

組
み

外
で

ク
リ

ア
す

べ
き

条
件

の
必

要
性

 

・
外

部
要

因
と

プ
ロ

ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

の
論

理

性
 

・
ソ

ロ
モ

ン
保

健
政

策

の
方

向
性

の
変

更
の

有
無

 

 
・
保

健
省

政
策

ペ
ー

パ

ー
 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

 
 

保
健

省
の

財
政

状
況

が
悪

化
し

て
い

な
い

か
？

 

・
論

理
の

確
認

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成

の
た

め
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
枠

組
み

外
で

ク
リ

ア
す

べ
き

条
件

の
必

要
性

 

・
保

健
省

経
常

予
算

デ
ー

タ

（
20

05
~2

00
9）

 

・
保

健
省

財
政

状
況

の
確

認
 

 
・

JI
C

A
 E

xp
er

t 

・
M

H
M

S 
 

・
保

健
省

予
算

デ

ー
タ

 

G
P

へ
の

他
の

ド
ナ

ー
の

マ
ラ

リ
ア

対
策

に

関
す

る
支

援
が

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

に

影
響

を
与

え
る

ほ
ど

大
幅

に
変

更
さ

れ
て

い

な
い

か
？

 

・
論

理
の

確
認

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
達

成

の
た

め
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
枠

組
み

外
で

ク
リ

ア
す

べ
き

条
件

の
必

要
性

 

外
部

要
因

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

の
論

理

性
 

他
ド

ナ
ー

の
援

助
動

向
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
D

on
or

 D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
他

ド
ナ

ー
 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

【
因

果
関

係
】
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
目

標
に

至
る

ま
で

の

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
っ

た
か

？
ま

た
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

 

そ
の

他
、

外
部

条
件

に
は

表
現

さ
れ

て
い

な
い

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
を

達
成

す
る

た

め
の

条
件

が
存

在
す

る
か

？
現

状
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

か
？

 

・
論

理
の

確
認

・
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
目

標
達

成
の

た
め

の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
枠

組
み

外
で

ク
リ

ア
す

べ
き

条
件

の
必

要
性

 

外
部

要
因

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
と

の
論

理

性
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 
 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
他

ド
ナ

ー
 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

【
因

果
関

係
】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成

の
阻

害
・
貢

献
要

因
は

何

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

達
成

が
阻

害
さ

れ
て

い
る

場
合

、
又

は
促

進
さ

れ
て

い
る

場
合

、

そ
れ

は
ど

の
よ

う
な

理
由

が
考

え
ら

れ
る

か
？

 

論
理

の
確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成
を

阻
害

す
る

又
は

促
進

す
る

要
因

 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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終
了

時
評

価
時

、
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト

1「
パ

イ
ロ

ッ

ト
地

域
に

お
い

て
、

マ
ラ

リ
ア

患
者

が
適

切

に
治

療
さ

れ
る

」
こ

と
は

ど
の

程
度

達
成

さ

れ
て

い
る

か
？

 

計
画

と
実

績
の

比
較

 

達
成

度
 

/ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達
成

状
況

 

V
PP

P 
 

 
 

 
 

 

終
了

時
評

価
時

、
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト

2「
SI

M
IS

で
提

供
さ

れ
る

情
報

が
医

療
従

事
者

に
よ

り

効
果

的
に

活
用

さ
れ

る
」
こ

と
は

ど
の

程
度

達
成

さ
れ

て
い

る
か

？
 

計
画

と
実

績
の

比
較

 

達
成

度
 

/ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達
成

状
況

 

V
PP

P 
 

 
 

 
 

 

終
了

時
評

価
時

、
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト

3「
重

症
マ

ラ
リ

ア
を

含
む

マ
ラ

リ
ア

患
者

の
、

迅
速

診

断
、

適
切

な
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト
及

び
リ

フ
ァ

ラ

ル
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
の

医
療

従
事

者
の

能
力

や
技

術
が

向
上

す
る

」
こ

と
は

ど
の

程

度
達

成
さ

れ
て

い
る

か
？

 

計
画

と
実

績
の

比
較

 

達
成

度
 

/ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達
成

状
況

 

V
PP

P 
 

 
 

 
 

 

終
了

時
評

価
時

、
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト

4「
パ

イ
ロ

ッ

ト
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
に

お
い

て
マ

ラ
リ

ア
予

防
の

活
動

が
導

入
さ

れ
る

」
こ

と
は

ど

の
程

度
達

成
さ

れ
て

い
る

か
？

 

計
画

と
実

績
の

比
較

 

達
成

度
 

/ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達
成

状
況

 

V
PP

P 
 

 
 

 
 

 

効 率 性 

【
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
の

産
出

】
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達
成

状
況

は
適

切
か

？
（
実

績
の

検

証
結

果
）
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達
成

へ
の

促
進

・
阻

害
要

因
は

あ
っ

た
か

？
 

計
画

と
実

績
の

比
較

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
賛

成
促

進
・

阻
害

の
要

因
分

析
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
産

生
の

促
進

・
阻

害
要

因
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

行
わ

れ
て

い
る

活
動

は
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
を

達
成

す
る

た
め

に
十

分
だ

っ
た

か
？

 

計
画

と
実

績
の

比
較

 

・
計

画
と

活
動

実
績

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係

者
の

意
見

 

・
V

PP
P 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

・
他

ド
ナ

ー
 

 
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ

K
A

P
調

査
の

結
果

 

G
P

と
H

C
の

地
域

の
マ

ラ
リ
ア

特
性

に
合

っ

た
活

動
が

行
わ

れ
て

い
た

の
か

？
 

活
動

実
績

と
G

P・
H

C
マ

ラ

リ
ア

特
性

〔
原

虫
の

種
類

、

マ
ラ

リ
ア

罹
患

層
（
年

齢
階

級
、

性
別

、
職

業
な

ど
）
〕
と

の
比

較
 

・
計

画
と

活
動

実
績

・

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

の
意

見
 

・
V

PP
P 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
・

G
P/

H
C

に
お

け

る
マ

ラ
リ

ア
疫

学
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

3
の

活
動

に
お

い
て

、
マ

ラ
リ

ア
対

策
で

リ
フ

ァ
ー

が
増

え
る

こ
と

は
望

ま
し

く
な

い
指

標
で

あ
る

が
、

そ
れ

を
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

ど
の

よ
う

に
と

ら
え

て
い

る
か

？
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

考
え

る
マ

ラ
リ

ア
の

リ
フ

ァ
ラ

ル
の

あ
り

方
 

・
計

画
と

活
動

実
績

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係

者
の

意
見

 

 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

【
因

果
関

係
】
 

各
活

動
は

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達
成

に
十

分
か

？
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

4
の

活
動

に
お

い
て

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

、
住

民
に

求
め

る
マ

ラ
リ

ア
に

関
す

る
正

し
い

知
識

と
は

何
で

あ
る

と
考

え
る

か
？

 

（
疫

学
知

識
を

知
っ

て
い

て
も

住
民

に
と

っ

て
は

ほ
と

ん
ど

意
味

が
な

い
。

地
域

や
社

会

状
況

に
合

わ
せ

た
文

脈
と

し
て

正
し

い
知

識
を

提
供

し
て

い
る

か
？

）
 

・
住

民
に

求
め

る
マ

ラ
リ

ア

に
関

す
る

正
し

い
知

識
に

つ
い

て
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

考
え

方
と

実
際

タ
ー

ゲ
ッ

ト

グ
ル

ー
プ

が
認

識
し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

知
識

の
比

較
 

・
計

画
と

活
動

実
績

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係

者
の

意
見

 

 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

－97－



【
活

動
の

タ
イ

ミ
ン

グ
】
 

活
動

は
タ

イ
ミ

ン
グ

よ
く

実
施

さ
れ

た
か

？
 

計
画

と
実

績
の

比
較

 

・
計

画
と

活
動

実
績

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係

者
の

意
見

 

・
V

PP
P 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

そ
の

他
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
率

性
に

影
響

を
与

え
た

で
き

ご
と

は
な

か
っ

た
か

？
 

計
画

と
実

績
の

比
較

 

・
計

画
と

活
動

実
績

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係

者
の

意
見

 

・
V

PP
P 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

投
入

は
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
達

成
に

十
分

か
？

 
計

画
と

実
績

の
比

較
 

計
画

と
投

入
実

績
 

・
専

門
家

派
遣

実
績

・
資

機
材

供
与

実
績

・
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト

の
研

修
実

績
 

・
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト
の

支
援

実
績

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

意
見

・
V

PP
P 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

【
投

入
の

量
】
 

投
入

は
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
達

成

に
十

分
か

？
 

無
駄

な
投

入
・
コ

ス
ト
は

な
い

か
？

 
計

画
と

実
績

の
比

較
 

計
画

と
投

入
実

績
 

・
専

門
家

派
遣

実
績

・
資

機
材

供
与

実
績

・
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト

の
研

修
実

績
 

・
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト
の

支
援

実
績

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

意
見

・
V

PP
P 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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【
投

入
の

タ
イ

ミ
ン

グ
】
投

入
の

時
機

は
適

切
か

？
 

活
動

を
行

う
た

め
の

投
入

が
、

タ
イ

ミ
ン

グ
よ

く
実

施
さ

れ
た

か
？

 
計

画
と

実
績

の
比

較
 

計
画

と
投

入
実

績
・

専
門

家
派

遣
実

績
・

資
機

材
供

与
実

績
・

カ
ウ

ン
タ

ー
パ

ー
ト
の

研
修

実
績

・
ロ

ー
カ

ル
コ

ス
ト
の

支
援

実

績
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

意

見
 

・
V

PP
P 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

【
投

入
の

質
】
 

投
入

の
質

は
適

切
か

？
 

活
動

を
行

う
た

め
の

投
入

の
質

は
適

切
だ

っ
た

か
？

 
計

画
と

実
績

の
比

較
 

・
投

入
実

績
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

意

見
 

・
V

PP
P 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

投
入

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
の

達
成

に
直

接

的
に

貢
献

す
る

か
？

 
論

理
の

確
認

 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
産

出
に

貢
献

し
な

か
っ

た
投

入
は

あ
っ

た
か

？
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

【
コ

ス
ト
】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

コ
ス

ト
削

減
努

力
を

行
っ

て
い

る

か
？

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

コ
ス

ト
を

削
減

す
る

た
め

の

工
夫

・
努

力
を

行
っ

て
い

る
か

？
 

論
理

の
確

認
 

コ
ス

ト
削

減
努

力
の

状
況

 
・

Pr
oj

ec
t D

oc
um

en
t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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研
修

で
育

成
さ

れ
た

医
療

従
事

者
が

業
務

を
継

続
し

て
い

る
か

？
 

・
論

理
の

確
認

 

・
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
達

成
の

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
枠

組
み

外

で
ク

リ
ア

す
べ

き
条

件
の

必
要

性
 

研
修

後
の

研
修

受

講
者

の
動

向
 

マ
ラ

リ
ア

対
策

へ
の

貢
献

度
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

・
研

修
受

講
済

み

の
医

療
従

事
者

 

 
 

【
因

果
関

係
：
外

部
条

件
】

投
入

・
活

動
か

ら
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
産

出
に

至
る

ま
で

の

外
部

条
件

の
影

響
は

あ
っ

た
か

？
ま

た
現

時
点

に
お

い
て

も
正

し
い

か
？

 
顕

微
鏡

や
他

の
機

材
の

維
持

管
理

経
費

が

ソ
ロ

モ
ン

政
府

か
ら

充
当

さ
れ

て
い

る
か

？
 

・
論

理
の

確
認

 

・
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
目

標
達

成

の
た

め
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
枠

組
み

外
で

ク
リ

ア
す

べ
き

条
件

の
必

要
性

 

ソ
ロ

モ
ン

に
よ

る
マ

ラ

リ
ア

対
策

に
使

用
さ

れ
る

機
材

の
維

持
管

理
経

費
の

負
担

状

況
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

【
因

果
関

係
：
外

部
条

件
】

シ
ス

テ
ム

や
キ

ャ
パ

シ
テ

ィ
・
ビ

ル
デ

ィ
ン

グ
の

成
果

を
生

か
す

た
め

に
、

ま
ず

マ
ラ

リ
ア

対
策

の
基

礎
と

な
る

予
防

、
診

断
、

治
療

に
係

る
物

品
の

供
給

は
誰

が
行

っ
て

い
る

の
か

？
既

に
十

分
量

あ
る

か
？

 

マ
ラ

リ
ア

の
予

防
、

診
断

、
治

療
に

係
る

物

品
（
抗

マ
ラ

リ
ア

薬
や

R
D

T、
LL

IN
な

ど
）

供
給

は
誰

が
行

っ
て

い
る

の
か

？
既

に
十

分
量

あ
る

か
？

 

G
P

と
H

C
へ

の
物

品
供

給

量
が

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

活
動

を
妨

げ
て

い
な

い
か

？
住

民
1

人
1

人
に

予
防

・
診

断
・
治

療
の

ケ
ア

が
行

き

届
く

量
が

G
P

に
準

備
さ

れ

て
い

る
か

？
 

G
P

と
H

C
が

供
給

し

て
い

る
物

品
の

備
蓄

量
・
計

画
量

 

・
物

品
供

給
に

係
る

計
画

書
等

 

・
D

on
or

 D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

 
 

イ ン パ ク ト 

【
上

位
目

標
達

成
の

見
込

み
】
 

（
投

入
・
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
の

実

績
、

活
動

の
状

況
に

照
ら

上
位

目
標

「
ソ

ロ
モ

ン
に

お
い

て
効

果
的

な

マ
ラ

リ
ア

疾
病

管
理

体
制

の
確

立
」
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

と
し

て
そ

の
発

現
が

見

込
ま

れ
る

か
？

 

計
画

と
実

績
の

比
較

 

上
位

目
標

の
達

成

見
込

み
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

の
意

見
 

・
V

PP
P 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 
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し
合

わ
せ

て
）
上

位
目

標

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

効
果

と

し
て

発
現

が
見

込
ま

れ
る

か
？

 

上
位

目
標

の
達

成
を

阻
害

す
る

要
因

は
あ

る
か

？
 

計
画

と
実

績
の

比
較

 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

の
意

見
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

 
 

【
因

果
関

係
】
 

上
位

目
標

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

目
標

は
乖

離
し

て
い

な
い

か
？

 

G
P

と
H

C
に

お
い

て
効

果
的

な
マ

ラ
リ

ア
の

疾
病

管
理

体
制

が
確

立
さ

れ
れ

ば
、

ソ
ロ

モ

ン
に

お
い

て
も

効
果

的
な

マ
ラ

リ
ア

の
疾

病

管
理

体
制

が
確

立
さ

れ
る

よ
う

に
な

る
か

？

（
こ

れ
を

達
成

す
る

た
め

に
は

、
ど

の
よ

う
な

外
部

条
件

が
必

要
と

な
る

か
？

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
目

標
か

ら
上

位
目

標
達

成
に

は
、

達
成

す

べ
き

外
部

条
件

が
ど

の
く

ら
い

必
要

と
な

る

か
？

）
 

論
理

の
確

認
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
デ

ザ

イ
ン

の
論

理
性

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
計

画

と
実

際
の

状
況

と
の

比
較

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

め

ざ
し

た
マ

ラ
リ
ア

の
保

健
サ

ー
ビ

ス
と

実
際

に
保

健
施

設
を

利
用

す
る

患
者

の
ニ

ー

ズ
・
満

足
度

が
一

致

す
る

か
し

な
い

か
？

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

め

ざ
し

た
疾

病
管

理
体

制
と

ソ
ロ

モ
ン

の
マ

ラ

リ
ア

の
疾

病
管

理
体

制
の

齟
齬

の
有

無
 

・
PO

, R
/D

 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 
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終
了

時
評

価
時

点
ま

で
、

マ
ラ

リ
ア

以
外

の

感
染

症
の

大
流

行
が

発
生

し
て

い
な

い

か
？

 

・
論

理
の

確
認

 

・
上

位
目

標
達

成
の

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
枠

組
み

外

で
ク

リ
ア

す
べ

き
条

件
の

必
要

性
 

・
G

P
と

H
C

に
お

け

る
マ

ラ
リ

ア
以

外
の

感
染

症
の

大
流

行
の

有
無

 

・
ソ

ロ
モ

ン
に

お
け

る

マ
ラ

リ
ア

以
外

の
感

染

症
の

大
流

行
の

有
無

・
そ

の
他

、
G

P
と

H
C

に
お

け
る

効
果

的
な

マ
ラ

リ
ア

の
疾

病
管

理
体

制
が

確
立

さ
れ

た
あ

と
、

全
国

レ
ベ

ル
で

管
理

体
制

が
確

立
さ

れ
る

た
め

の
条

件
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

 
 

【
因

果
関

係
】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
か

ら
上

位
目

標
に

至
る

ま
で

の
外

部
条

件
は

現
時

点
に

お

い
て

も
正

し
い

か
？

外
部

条
件

が
満

た
さ

れ
る

可
能

性
は

高
い

か
？

 

PD
M

の
外

部
条

件
に

は
表

現
さ

れ
て

い
な

い
項

目
で

、
上

位
目

標
の

達
成

の
た

め
、

ク

リ
ア

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
条

件
は

存
在

す

る
か

？
存

在
す

る
と

し
た

ら
、

現
状

は
ど

の
よ

う
に

な
っ

て
い

る
か

？
 

・
論

理
の

確
認

 

・
上

位
目

標
達

成
の

た
め

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
枠

組
み

外

で
ク

リ
ア

す
べ

き
条

件
の

必
要

性
 

上
位

目
標

達
成

の
た

め
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
枠

組
み

外
で

ク
リ

ア
す

べ
き

条
件

 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

 
 

【
波

及
効

果
】
 

正
負

の
イ

ン
パ

ク
ト
（
政

策
、

社
会

、
文

化
、

環
境

、
技

術
的

な
ど

の
視

点

で
）
が

発
生

し
た

か
？

 

想
定

さ
れ

た
、

あ
る

い
は

想
定

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

マ
イ

ナ
ス

あ
る

い
は

プ
ラ

ス

の
波

及
効

果
の

有
無

 

想
定

さ
れ

た
、

あ
る

い
は

想
定

さ
れ

て
い

な
か

っ
た

マ
イ

ナ
ス

あ
る

い
は

プ
ラ

ス
の

波
及

効
果

 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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【
政

策
支

援
】
政

策
支

援
は

協
力

終
了

後
も

継
続

す
る

か
？

 

政
策

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

上

位
目

標
と

の
整

合
性

 

国
家

開
発

計
画

保

健
セ

ク
タ

ー
計

画
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
政

策
文

書
 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

 
 

【
政

策
・
制

度
面

】
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

、
政

策
・
制

度
面

か
ら

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
自

立
発

展
性

は
見

込

め
る

か
？

 

【
パ

イ
ロ

ッ
ト
の

成
果

を
全

国
展

開
す

る
制

度
・
仕

組
み

】
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
サ

イ
ト
を

対
象

と
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

は
そ

の
後

の
広

が
り

を
支

援
す

る
仕

組

み
が

つ
く

ら
れ

て
い

る
の

か
？

拡
大

す
る

方

法
は

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
成

果
の

全
国

普
及

の
た

め
の

仕
組

み
の

有
無

 

全
国

に
お

け
る

有
効

な
マ

ラ
リ

ア
対

策
の

シ
ス

テ
ム

の
有

無
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

 
 

【
組

織
能

力
】
 

協
力

終
了

後
も

効
果

を
あ

げ
て

い
く

た
め

の

活
動

を
実

施
す

る
に

足
る

組
織

能
力

は
あ

る
か

？
（
人

材
配

置
、

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

等
）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

を
持

続
す

る
た

め
の

組
織

能

力
・
人

材
配

置
の

有
無

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

効
果

を
持

続
す

る
た

め
の

組
織

能
力

・
人

材
配

置
状

況
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

自 立 発 展 性 

【
組

織
・
財

政
面

】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

終
了

後
、

組
織

・
財

政
面

か
ら

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

自
立

発
展

性
は

見
込

め
る

か
？

 

【
組

織
能

力
】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

、
現

在
実

施
し

て
い

る

研
修

サ
イ

ク
ル

を
運

営
管

理
す

る
の

は

V
B

D
C

P
か

？
責

任
者

は
誰

に
な

る
の

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

導
入

し
た

研

修
サ

イ
ク

ル
の

継
続

の
有

無
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
終

了
後

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

導

入
し

た
研

修
サ

イ
ク

ル
の

実
施

責
任

者
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 
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【
オ

ー
ナ

ー
シ

ッ
プ

】
 

実
施

機
関

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
オ

ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
は

十
分

に
確

保
さ

れ
て

い
る

か
？

 

実
施

機
関

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

に
対

す
る

オ
ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
が

認
め

ら
れ

る
事

例
の

有
無

 

実
施

機
関

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

対
す

る
オ

ー

ナ
ー

シ
ッ

プ
が

認
め

ら
れ

る
事

例
等

 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

・
SI

C
H

E 

・
N

R
H

 

 
 

【
活

動
予

算
】
 

経
常

経
費

を
含

む
予

算
の

確
保

は
行

わ
れ

て
い

る
か

？
予

算
措

置
は

十
分

行
わ

れ
て

い
る

か
？

 

予
算

計
画

の
措

置
状

況
 

予
算

計
画

措
置

 
・

Pr
oj

ec
t D

oc
um

en
t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

・
SI

C
H

E 

 
 

【
活

動
予

算
】
研

修
費

用
の

実
費

負
担

は
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
終

了
後

ど
の

機
関

が
行

う
の

か
？

G
FA

TM
か

、
そ

れ
と

も
他

の
ド

ナ
ー

か
？

（
M

H
M

S
の

実
費

負
担

は
現

実
的

に

不
可

能
）
 

予
算

の
増

減
の

傾
向

 
予

算
計

画
 

・
B

ud
ge

ta
ry

 P
la

n 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

 
 

【
技

術
面

】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

終
了

後
、

技
術

面
か

ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
自

立
発

展
性

は
見

込

め
る

か
？

 

【
移

転
さ

れ
た

技
術

の
定

着
度

】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

用
い

ら
れ

る
技

術
移

転
の

手
法

は
受

容
さ

れ
つ

つ
あ

る
か

？
（
技

術
レ

ベ
ル

、
社

会
的

・
慣

習
的

要
因

な
ど

）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

移
転

し
た

技
術

・
手

法
の

定
着

状
況

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

移
転

し
た

技
術

・
手

法
の

定
着

状
況

 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

・
N

R
H

 

・
SI

C
H

E 

 
 

－104－



【
資

機
材

の
維

持
管

理
】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

供
与

さ
れ

た
資

機
材

の
維

持
管

理
は

適
切

に
行

わ
れ

て
い

る
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

供
与

さ
れ

た
資

機
材

の
維

持
管

理
状

況
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

供
与

さ
れ

た
資

機
材

の
維

持
管

理
状

況
 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
SI

M
TR

I 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

・
V

B
D

C
P 

 
 

【
地

域
拡

大
の

た
め

の
技

術
レ

ベ
ル

】
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
で

獲
得

し
た

技
術

は
、

パ
イ

ロ
ッ

ト
サ

イ
ト
外

に
普

及
で

き
る

だ
け

の
レ

ベ

ル
で

あ
る

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

獲
得

し
た

C
/
P

の
技

術
レ

ベ
ル

が
他

地
域

へ
移

転
可

能
な

レ
ベ

ル
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

獲
得

し
た

C
/
P

の
技

術
レ

ベ
ル

 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

・
N

R
H

 

・
SI

C
H

E 

 
 

【
社

会
・
文

化
・
環

境
面

】
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

持
続

的
効

果
を

妨
げ

る
原

因
と

な
る

も
の

が
現

段
階

で
考

え
ら

れ
る

か
？

（女
性

、
貧

困
層

、
社

会
的

弱
者

、
環

境
等

へ
の

配
慮

不

足
に

よ
り

）
 

計
画

段
階

で
予

測
さ

れ
な

か
っ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

自

立
発

展
性

を
妨

げ
る

要
因

の
有

無
 

計
画

段
階

で
予

測
さ

れ
な

か
っ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

自
立

発
展

性
を

妨
げ

る
要

因
の

有
無

 

・
Pr

oj
ec

t D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

・
N

R
H

 

・
SI

C
H

E 
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評

価
設

問
 

D
at

a 
C

ol
le

ct
io

n 
評

価
 

項
目

 
主

設
問

 
副

設
問

 
判

断
基

準
・
方

法
 

必
要

な
デ

ー
タ

 
Li

te
ra

tu
re

 
In

te
rv

ie
w

 
Q

ue
st

io
nn

ai
re

 
O

th
er

s 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

中
で

言
わ

れ
る

「
効

果
的

な
マ

ラ
リ

ア
の

疾
病

管
理

体

制
」
と

は
何

を
指

す
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

定
義

 
・

Pr
oj

ec
t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

中
で

言
わ

れ
る

「
効

果
的

な
マ

ラ
リ

ア
の

疾
病

管
理

体

制
」
の

確
立

と
は

何
を

も
っ

て
確

立
し

た
と

言
え

る
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

定
義

 
・

Pr
oj

ec
t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

 
 

計 画 

上
位

目
標

、
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
目

標
、

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

は
明

確
か

？
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1
で

言
わ

れ
る

「
マ

ラ
リ
ア

患
者

が
適

切
に

治
療

さ
れ

る
」
と

は
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
指

す
の

か
？

 

（
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
で

改
善

を
目

指
す

マ
ラ

リ
ア

の
診

断
、

治
療

と
は

具
体

的

に
何

を
指

す
の

か
？

）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

定
義

 

診
断

は
顕

微
鏡

技
術

を
指

す
の

か
？

で
あ

れ
ば

、
外

部
精

度
管

理
（

EQ
A

：

Ex
te

rn
al

 Q
ua

lit
y 

A
ss

ur
an

ce
）
に

よ

る
偽

陽
性

や
偽

陰
性

率
の

減
少

や
原

虫
種

類
の

同
定

ミ
ス

の
減

少
な

ど
を

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

現
地

側
で

測
定

し
て

い

る
の

か
？

 

顕
微

鏡
検

査
は

誰
が

行
っ

て
い

る

か
？

 

治
療

の
改

善
と

は
、

薬
を

飲
ま

せ
る

の

が
マ

ラ
リ
ア

の
治

療
と

な
る

が
こ

の
改

善
と

は
何

を
す

る
こ

と
を

指
す

の
か

？

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

５．実績及び実施プロセス確認表 
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ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2
で

言
わ

れ
る

「
効

果
的

な
活

用
」
と

は
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ

と
を

指
す

の
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

定
義

 
・

Pr
oj

ec
t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

3
で

言
わ

れ
る

「
マ

ラ
リ
ア

患
者

の
適

切
な

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
」
と

は
具

体
的

に
ど

の
よ

う
な

こ
と

を
指

す

の
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

定
義

 
・

Pr
oj

ec
t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

4
達

成
の

た
め

の
活

動

で
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ベ

ー
ス

の
モ

デ
ル

C
B

M
P

が
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
っ

て
適

応
さ

れ
て

い
る

が
、

C
B

M
P

の
定

義
は

何
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
用

語
の

定
義

 
・

Pr
oj

ec
t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
指

標
1-

1
で

表
現

さ
れ

る

「
重

症
マ

ラ
リ

ア
」
の

定
義

は
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
計

画
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
計

画
の

認
識

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
指

標
2-

1
で

表
現

さ
れ

る

マ
ラ

リ
ア

流
行

の
定

義
は

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
計

画
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
計

画
の

認
識

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

各
指

標
は

各
目

標
の

達
成

を
端

的
に

示
し

て

い
る

か
？

（
各

指
標

の

内
容

は
明

確
で

あ
る

か
？

）
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
指

標
2-

2
で

表
現

さ
れ

る

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
受

け
た

医
療

従
事

者

の
数

の
目

標
は

何
人

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
計

画
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
計

画
の

認
識

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
指

標
2-

2
で

表
現

さ
れ

る

「
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

」
と

は
、

具
体

的
に

何

の
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
示

す
の

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
計

画
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
計

画
の

認
識

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

(プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

指
標

1
で

「
G

P

と
H

C
で

の
マ

ラ
リ

ア
の

減
少

」
が

設
定

さ
れ

て
い

る
が

)一
般

的
に

公
的

保
健

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
は

隠
れ

た
罹

患
者

を
病

院
へ

呼
ぶ

た
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
効

果
を

図
る

の
で

あ
れ

ば
、

一
時

的
に

増
加

す
る

の
で

は
な

い
か

？
 

ま
た

、
予

防
や

ベ
ク

タ
ー

コ
ン

ト
ロ

ー

ル
が

成
功

し
な

い
限

り
、

患
者

数
は

減

少
し

な
い

の
で

は
な

い
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
計

画
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
計

画
の

認
識

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
の

指
標

2
で

表
現

さ
れ

る
「
患

者
の

満
足

度
」
は

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
が

強
化

を
目

指
す

サ
ー

ビ
ス

に

対
す

る
満

足
度

に
特

化
し

て
測

ら
れ

て
い

る
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
計

画
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
計

画
の

認
識

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
指

標
3

に
関

し
て

。

マ
ラ

リ
ア

患
者

の
迅

速
診

断
、

適
切

な

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
、

リ
フ

ァ
ラ

ル
シ

ス
テ

ム
の

能
力

向
上

は
主

に
一

次
医

療
施

設
の

医
療

従
事

者
に

対
し

て
図

ら
れ

る
も

の
で

あ
る

が
、

ソ
国

の
3

次
病

院

の
N

R
H

の
マ

ラ
リ

ア
入

院
患

者
の

治

癒
率

の
向

上
を

も
っ

て
、

一
次

施
設

医
療

従
事

者
の

能
力

の
向

上
を

測
る

こ
と

が
で

き
る

の
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
計

画
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
計

画
の

認
識

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

各
指

標
の

入
手

手
段

、

客
観

性
、

再
現

性
は

確

保
さ

れ
て

い
る

か
？

 

具
体

的
な

指
標

の
入

手
手

段
が

記
載

さ
れ

て
い

な
い

が
、

ど
の

よ
う

に
入

手

す
る

の
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
計

画
の

確

認
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
関

係
者

に
よ

る
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト
計

画
の

認
識

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

投
入

は
計

画
ど

お
り

に
実

施
さ

れ
て

い
る

か
？

 
当

初
計

画
と

の
比

較
、

投
入

内
容

の
適

切
性

 
計

画
値

と
の

比
較

 
・

Pr
oj

ec
t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

実 績 

各
活

動
は

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
の

達
成

に
十

分
か

？
 

活
動

内
容

の
適

切
性

 

活
動

内
容

の
検

証
 

・
実

施
さ

れ
た

活
動

以
外

に
必

要
な

も

の
が

あ
っ

た
か

？
 

・
不

必
要

な
活

動
は

な
か

っ
た

か
？

 

・
投

入
が

効
果

的
に

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
へ

と

変
え

ら
れ

た
か

？
 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

1：
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
に

お
い

て
、

マ
ラ

リ

ア
患

者
が

適
切

に
治

療
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

か
？

 

計
画

と
成

果
の

比
較

 

指
標

1-
1 

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
で

の
重

症
マ

ラ
リ

ア
の

減
少

 

・
PD

M
 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

2：
 

SI
M

IS
で

提
供

さ
れ

る
情

報
が

医

療
従

事
者

に
よ

り
効

果
的

に
活

用

さ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
か

？
 

計
画

と
成

果
の

比
較

 

指
標

2-
1 

G
P

で
察

知
さ

れ
た

マ
ラ

リ
ア

流
行

の

件
数

の
減

少
 

指
標

2-
2 

基
礎

的
マ

ラ
リ

ア
疫

学
、

デ
ー

タ
収

集

お
よ

び
分

析
に

つ
い

て
の

ト
レ

ー
ニ

ン

グ
を

受
け

た
G

P
お

よ
び

H
C

に
お

け

る
看

護
師

、
看

護
助

手
お

よ
び

マ
ラ

リ

ア
検

査
技

師
の

数
 

・
PD

M
 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

 
 

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

3：
 

重
症

マ
ラ

リ
ア

を
含

む
マ

ラ
リ

ア
患

者
の

、
迅

速
診

断
、

適
切

な
マ

ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
お

よ
び

リ
フ

ァ
ラ

ル
シ

ス

テ
ム

に
つ

い
て

の
医

療
従

事
者

(看

護
師

、
看

護
助

手
、

マ
ラ

リ
ア

検
査

技
師

）
の

能
力

や
技

術
が

向
上

す

る
 

計
画

と
成

果
の

比
較

 

指
標

3 

改
定

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を

受
け

た
、

G
P

お
よ

び
H

C
に

お
け

る

看
護

師
お

よ
び

看
護

助
手

の
数

 

・
PD

M
 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

 
 

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
は

計
画

通
り

に
達

成
さ

れ
て

い
る

か
？

ア
ウ

ト
プ

ッ
ト

4：
 

パ
イ

ロ
ッ

ト
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー

に
お

い
て

マ
ラ

リ
ア

予
防

の
活

動
が

導
入

さ
れ

る
 

計
画

と
成

果
の

比
較

 

指
標

4 

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

お
い

て
訓

練
さ

れ

た
H

C
V

の
数

 

・
PD

M
 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

 
 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 
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プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
は

達

成
さ

れ
る

か
？

 

G
P

と
H

C
に

お
い

て
効

果
的

な
マ

ラ
リ

ア
疾

病
管

理
体

制
が

確
立

さ

れ
た

か
？

 

計
画

と
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
目

標
 

達
成

度
の

比
較

 

指
標

1 

G
P

と
H

C
で

の
マ

ラ
リ
ア

の
減

少
 

指
標

2 

保
健

施
設

に
お

け
る

患
者

の
満

足
度

調
査

の
結

果
の

改
善

 

指
標

3 

N
R

H
の

マ
ラ

リ
ア

入
院

患
者

の
治

癒

率
向

上
 

・
PD

M
 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

上
位

目
標

の
達

成
の

見

込
み

は
あ

る
か

？
 

ソ
ロ

モ
ン

国
に

お
い

て
効

果
的

な

マ
ラ

リ
ア

疾
病

管
理

体
制

が
確

立
さ

れ
る

見
込

み
は

高
い

か
？

 

計
画

と
上

位
目

標
達

成

見
込

み
の

比
較

 

指
標

1
ソ

ロ
モ

ン
国

全
体

の
マ

ラ
リ

ア

に
よ

る
死

亡
の

減
少

指
標

2
ソ

ロ
モ

ン

国
全

体
の

マ
ラ

リ
ア

の
減

少
 

・
PD

M
 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

活
動

に
遅

滞
は

な
い

か
？

 
活

動
計

画
と

活
動

実
績

PO
と

活
動

状
況

表
 

・
PO

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

実 施 プ ロ セ ス 

活
動

は
計

画
通

り
に

実
施

さ
れ

た
か

？
 

内
容

的
に

計
画

と
の

齟
齬

は
な

い

か
？

 
活

動
計

画
と

活
動

実
績

PO
と

活
動

状
況

表
 

・
PO

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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モ
ニ

タ
リ
ン

グ
シ

ス
テ

ム
は

機
能

し
て

い
る

か
？

 

ど
の

よ
う

に
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

進
捗

を

モ
ニ

タ
ー

し
て

い
る

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
当

初
に

規

定
さ

れ
た

モ
ニ

タ
リ
ン

グ

シ
ス

テ
ム

と
現

状
の

比

較
 

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
 

・
業

務
報

告
会

議
の

開
催

頻
度

 

・
業

務
報

告
書

の
作

成
頻

度
 

・
結

果
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
状

況
 

・
外

部
条

件
の

変
化

に
応

じ
た

対
応

の
経

験
 

・
PO

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

体
制

は
ど

の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

か
？

（
ソ

国
側

の
C

/P
に

対
し

て
専

門
家

は
ど

の
よ

う
に

関
わ

っ
て

い
る

か
？

）
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

明
確

な

実
施

体
制

が
関

係
者

に

て
共

有
さ

れ
て

い
た

か
？

 

・
意

思
決

定
シ

ス
テ

ム
 

・
問

題
解

決
プ

ロ
セ

ス
（
問

題
認

識
の

共
有

含
む

）
 

・
専

門
家

と
C

/P
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

状
況

 

・
信

頼
関

係
の

構
築

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

再
委

託
先

の

N
G

O
の

進
捗

管
理

、
活

動
に

対
す

る
評

価
・
指

導
を

実
施

し
て

い
た

か
？

 

再
委

託
先

N
G

O
の

モ

ニ
タ

リ
ン

グ
状

況
 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

再
委

託
先

N
G

O
の

評
価

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
る

再
委

託
先

N
G

O
の

活
動

に
対

す
る

進
捗

管
理

・
再

委
託

先
N

G
O

と
の

コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

状
況

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
N

G
O

 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

運
営

管

理
は

ど
の

よ
う

に
行

わ
れ

て
い

る
か

？
 

本
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
け

る
JI

C
A

本

部
・
在

外
事

務
所

の
機

能
に

問
題

は
な

か
っ

た
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
運

営
上

生

じ
た

問
題

、
そ

の
対

処

方
法

 

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
中

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
状

況
（
軌

道
修

正
へ

の
迅

速
な

対

応
・
助

言
は

あ
っ

た
か

？
）
 

・
現

場
と

の
十

分
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
 

・
国

内
の

関
係

機
関

と
の

連
携

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C
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適
切

な
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
実

施
者

)が
割

り
当

て
ら

れ
た

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成

に
見

合
っ

た
C

/
P

が
割

り
当

て
ら

れ
て

い
た

か

否
か

 

・
カ

ウ
ン

タ
ー

パ
ー

ト
の

役
職

、
業

務

内
容

、
義

務
、

権
限

、
能

力
 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

 
 

専
門

家
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

対
し

て
適

切
で

あ
っ

た
か

？
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
目

標
達

成

に
見

合
っ

た
専

門
家

が

割
り

当
て

ら
れ

て
い

た

か
否

か
 

・
専

門
家

の
配

置
、

業
務

内
容

、
義

務
、

権
限

、
能

力
 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

過
程

で
生

じ
て

い
る

問
題

や
、

効
果

発
現

に

影
響

を
与

え
た

要
因

は
何

か
？

 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

お
け

る

問
題

点
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
過

程
に

お
け

る

阻
害

要
因

・
促

進
要

因

の
有

無
 

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

お
け

る
問

題
点

、
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

実
施

過
程

に
お

け
る

阻
害

要
因

・
促

進
要

因
 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
M

H
M

S 

・
V

B
D

C
P 

・
G

PH
O

 

・
H

C
C

 

 
 

他
ド

ナ
ー

・
支

援
団

体
と

の
連

携
は

適
切

に
行

わ

れ
て

い
る

か
？

 

他
の

支
援

団
体

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

の

関
わ

り
・
協

力
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

か
？

 

・
マ

ラ
リ

ア
対

策
に

関
す

る
他

ド
ナ

ー
の

支
援

状

況
、

他
ド

ナ
ー

と
の

連

携
状

況
の

有
無

、
効

果

的
な

関
わ

り
の

有
無

 

・
マ

ラ
リ

ア
対

策
に

関
す

る
他

ド
ナ

ー

の
支

援
状

況
、

他
ド

ナ
ー

と
の

連
携

状
況

 

・
Pr

oj
ec

t 

D
oc

um
en

t 

・
D

on
or

 

D
oc

um
en

t 

・
JI

C
A

 E
xp

er
t 

・
V

B
D

C
P 

・
A

us
A

ID
 

・
W

H
O
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